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汁 田 昇 軋 噸 高 ０ 針 ぃ か ′
興 茸 ａ ｒ
ｔ 欝 汁 鶴 叶 ′

τ 鴨 ∈ 汁 ・ 瓢 調

中 『 ＞ ｘ べ む 際 。 蝉 ∈
鳴 ｃ 計 ｏ

づ サ ′ も 詰

製 掛 尋 首 乳 冊 ｇ べ 斗 ｏ 国

ｒ 〈 計 穏 ｇ

「 ⊃ ① 田 ・

一

　^ ご ヽ 一
ｏ 貧 Ｃ ）

や む 　́ 、
一 ゝ 入 Ｓ 一 ヾ べ 、
ゞ Ｊ 、ゝ ）

べ ヽ 一 が 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

パ い ∪ ↓ ７ ｓ Ｓ́ ご

＼ヽ ） ラ ヘ́ 喪
一 ＼ ｒ 　 「 妙 も

・ 印 ０ 回 中 い も ぃ 薄

田 丼 Ｈ 辮 導 酬

（ 日 日 Ｆ 一̈ ］ ‐ ” ｕ ｏ 【 　 ｕ Ｃ Ｏ ぃ
Ｃ マ ぜ

伊 ０ 戦 館 Ｏ Ｌ 眈

麟 鵬 ａ 整 ０ り 針

⊂ 叫 叫 ｏ
円 ‐ Ｏ Ｎ 一 ０ ）
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と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
中
国
と
米
国
を

ル
ー
プ
構
造
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
結
ぶ
光
海
底
ケ
ー
プ
ル
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

「
Ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ａ
ｌ
Ｕ

Ｓ
ケ
ー
プ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
総
延
長
約

二
万

ロ
キ
）
の
北

側
、
西
側
区
間
の
建
設
を
共
同

受
注
し
た
。
受
注
額
は
約
五
億

′レ
ド

（
約
六
百
二
十

二
億
円
）

で
、
約

一
万
五
〇
〇
〇

ロ
キ
相
当

回
線
換
算
で
九
十
六
万
七
千
六

百
八
十
回
線
相
当
）
の
光
ケ
ー

プ
ル
を
建
設
す
る
も
の
で
、
世

界
十
九
カ
国

。
地
域
、
五
十
通

信
事
業
者
が
参
画
し
、
九
九
年

九
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。
日
本
か
ら
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ

ー
と
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
加
わ

っ
て

る
。Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

が
建
設
す
る
の
は
、
中
国
か
ら

北
回
り
で
米
本
土
に
至
る
区

間
。
こ
の
間
の
陸
揚
げ
地
点
は

中
国
ニ
カ
所
、
台
湾
、
韓
国
、

日
本

（
千
葉
県
千
倉
町
）
、
米

国
の
六
カ
所
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

封ヽ

漱
ン
鍬

唯

辱

大
型
倒
産
相
盗

198889909192939495
(東京商エリサーチ調べ)

１
ド

ル
＝

７９

円
台

に

ル
崩
壊
の
後
遺
症
が
重
な

っ
た

″
複
合
型
´
が
目
立
ち
始
め
て

い
る
。
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り

な
ど
も
あ

っ
て
、
来
年
は
さ
ら

に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
の
調
査

で
は
、
倒
産
企
業
の
負
債
総
額

は
十
月
ま
で
に
約
九
兆
三
千
百

五
十
億
円
に
達
し
た
。
さ
ら

は
確
実
だ
。
た
だ
、
山

一
証
券

の
経
営
破
た
ん
な
ど
は

「
（
統

計
上
）
倒
産
の
範
ち
ゅ
う
に
入

ら
ず
、
こ
う
い

っ
た
種
類
の
隠

れ
倒
産
も
増
え
て
い
る
」

（
東

京
商
エ
リ
サ
ー
チ
）
も
よ
う

だ
。今

年
の
倒
産
の
特
徴
は
、
東

京
証
券
取
引
所
第

一
部
上
場
の

京
樽
が

一
月
に
会
社
更
生
法
適

「
バ
ブ
ル
期
に
立
て
た
甘
い
事

業
計
画
が
バ
ブ
ル
崩
壊
で
狂
い

が
生
じ
、
財
務
体
質
を
悪
化
さ

せ
た
と
こ
ろ
に
不
況
が
重
な

っ

た
」
と
分
析
し
、

「
淘
汰

（
と

う
た
）

の
時
代
に
入

っ
た
」

（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
）
と
話

す
。九

八
年
四
月
以
降
の
早
期
是

正
措
置
を
控
え
た
銀
行
の
貸
し

常
識
的
な
安
全
基
準
を

外
国
何
含
め
競
争
入
札
に

歪
み
の
表
れ

―
―
原
子
力
開
発
に
対
す

る
、
か
つ
て
な
い
不
信
感
が
渦

口
‐０６

巻
い
て
い
ま
す
。
動
力
炉

。
核

燃
料
開
発
事
業
団

（
動
燃
）
の

事
故

・
不
祥
事
の
背
景
に
あ
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

「
こ
れ
ま
で
有
効
に
機
能
し

て
き
た
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
歪

み
が
、
次
々
と
表
画
化
し
て
い

る
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
や
山

一

証
券
の
経
営
破
た
ん
、
有
力
企

業
の
相
次
ぐ
総
会
屋
汚
染
…
。

い
ず
れ
も
歪
み
の
表
れ
だ
が
、

そ
れ
が
よ
り
に
よ

っ
て
原
子
力

に
出
て
し
ま

っ
た
。
原
子
力
は

初
め
か
ら
自
主

。
民
主

。
公
開

の
三
原
則
に
の
っ
と
り
、
時
代

を
先
取
り
す
る
事
業
だ

っ
た
は

ず
な
の
に
、
そ
の
中
核
で
あ
る

動
燃
に
事
故

・
不
祥
事
が
相
次

い
だ
。
じ
く
じ
た
る
も
の
が
あ

る
。
結
局
、
動
燃
は

″
関
東

軍
´
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
」

―
―
動
燃
が
関
東
軍
と
は
。

「
旧
帝
国
陸
軍
の
関
東
軍
の

よ
う
に
、
独
善
的
で
開
鎖
的
な

組
織
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
高
速
増
殖
炉

（
Ｆ
Ｂ
Ｒ
）

原
型
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
は
本
来
、
大

し
た
事
故
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
な
ど
漏
洩
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
技
術
を
蓄
積
し
て
き
た
。

む
し
ろ
、
動
燃
は
優
秀
で
、
実

験
炉

『
常
陽
』
は
十
八
年
間
、

一
度
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
漏
ら
し

て
お
ら
ず
、
こ
ん
な
原
子
炉
は

世
界
中
に
な
い
。
そ
れ
が
慢
心

を
生
ん
だ
。
動
燃
は

『
日
本
は

技
術
が
い
い
か
ら
大
丈
夫
。
日

本
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
は
起

き
な
い
』
と
広
言
し
て
い
た
と

い
う
。
事
故
は
大
し
た
こ
と
な

か

っ
た
が
、
そ
う
い
う
動
燃

ヘ

の
疑
間
が
社
会
の
批
判
と
し
て

一
気
に
吹
き
出
た
の
だ
と
思

う
」
科
学
的
に
研
究

―
―
原
子
力
委
員
会
は
Ｆ

Ｂ
Ｒ
の
開
発
継
続
を
打
ち
出
し

た
も
の
の
、
実
用
化
計
画
は
白

紙
撤
回
で
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」

の
次
の
実
証
炉
の
建
設
主
体
で

あ
る
電
力
業
界
も
積
極
的
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

「
電
力
業
界
が
Ｆ
Ｂ
Ｒ
に
及

び
腰
な
の
は
、
ひ
と
つ
は
青
森

県
六
ケ
所
村
の
核
燃
料
再
処
理

工
場
に
原
因
が
あ
る
。
当
初
の

建
設
予
算
七
千
五
百
億
円
が
三

兆
円
近
く
に
も
膨
ら
め
ば
、
恐

れ
を
な
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｒ
に
ま
で
手

を
出
す
気
に
は
な
れ
な
い
。
再

処
理
は
本
来
、
化
学
工
学
の
事

業
だ
。
電
気
工
学
し
か
知
ら
な

い
電
力
会
社
の
門
外
漢
が
経
営

す
る
こ
と
自
体
、
無
理
が
あ
る

が
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
学
者

の
議
論
に
任
せ
き
り
に
な

っ
て

い
る
。
あ
る
人
が

『
工
場
に
大

型
飛
行
機
が
直
角
に
落
ち
た
ら

…
」
と
発
言
し
た
途
端
、
天
丼

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

一
。
二
房
も

厚
く
な
る
よ
う
な
、
過
剰
ス
ペ

ッ
ク
の
仕
組
み
が
あ
る
限
り
、

原
子
力
施
設
の
建
設
費
は
安
く

な
ら
な
い
。
放
射
能
を
む
や
み

・‥

に
怖
が
る
の
で
は
な
く
、
人
体

へ
の
影
響
を
科
学
的
に
研
究

要
な
の
に
、
そ
う
い
う
議
論
は

行
わ
れ
な
い
」

―
―
原
子
力
開
発
の

″
護
送

船
団
方
式
″
を
改
め
る
べ
き
、

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

「欧
米
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

す
る
時
代
は
、
護
送
船
団
方
式

が
有
効
だ

っ
た
。
長
計

（
原
子

力
開
発
利
用
長
期
計
画
）
に
基

づ
い
て
動
燃
が
研
究
開
発
し
、

仕
事
を
日
立
製
作
所
や
東
芝
、

三
菱
重
工
業
な
ど
に
割
り
振

る
。
そ
れ
で
、
日
本
の
原
子
力

技
術
は
力
を
つ
け
て
き
た
。
し

か
し
、
今
後
は
外
国
メ
ー
カ
ー

を
含
め
た
競
争
入
札
を
導
入

し
、
効
率
化
、
高
度
化
を
図
る

べ
き
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

施
工
者
の
モ
ラ
ル
も
上
が
ら
な

い
。

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
配
管
を
担
当
し
た
東
芝
な

ど
、

『
本
当
に
恥
ず
か
し
い
も

の
を
つ
く

っ
た
。
今
後
は
受
注

を
自
粛
す
る
」
と
表

明
す
れ

ば
、
世
間
の
見
方
も
変
わ

っ
て

い
た
は
ず
だ
。
土
光

（
敏
夫

・

東
芝
元
社
長
、
経
団
連
元
会

長
）
さ
ん
が
生
き
て
い
れ
ば

、
の
感
が
深

い
」

経
営
者
改
革

・
動
燃
を
ど
う
支
援
す
べ
き
で

す
か
。

「
歌
の
文
句
で
は
な
い
が
、

『
こ
ん
な
女
に
誰
が
し
た
」
と

い
う
こ
と
だ
。
動
燃
の
行
動
様

式
は
女
性
の
心
理
に
似

て
い

る
。
事
故
の
ビ
デ
オ
を
隠
し
た

り
、
嘘
の
報
告
を
し
た
り
、
自

分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
行

動
は
、
あ
る
意
味
で
は
い
じ
ら

し
く
、
政
府
や
国
民
に
愛
さ
れ

た
い
、
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
と

い
う
心
理
の
裏
返
し
だ
。
意
識

改
革
は

″
五
箇
条
の
御
誓
文
″

の
よ
う
な
行
動
規
範
を
職
員
に

与
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
安
易

な
天
下
り
を
や
め
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
る
経
営
者
を
入
れ

て
、
動
燃
自
ら
に
事
業
の
方
向

性
を
つ
く
ら
せ
る
こ
と
だ
。
国

も
電
力
会
社
も
重
電
メ
ー
カ
ー

も
、
檜

（
な
ま
す
）
を
吹
い
て

責
任
を
回
避
し
て
い
て
は
、
原

子
力
の
信
頼
回
復
は
容
易
で
は

な
い
」
（
原
子
力
特
別
取
材
班
）

次

回
は
，８
日

（
本
）
に

≪も り 。かずひさ≫昭和
23年京 大 理 卒 。 中 央 公 論
社 、電源 開発を経て 31年、
日本原子力産業会議へ。平
成 8年 6月 か ら副会長。昭
和 31年の原子力委員会設置
以来 、東海再処理工場の建
設 、原 子 力 船 「 む つ J騒
動 、 CANDU炉 論争など
に関わ り、原子力の 生` き
証人、とも。広 島県出身、
71歳。

覗
季
確
還
議
森

一
久
氏企

業
総
合

し
、
常
識
的
な
安
全
基
準
が
必

　

　

―
―
原
子
力
産
業
は
新
生

―
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